
 ミニミニ本屋さん開催しました！
 紙製コースター配布のお知らせ

 私のお勧め本

 図書館からのお知らせ

旭川医科大学図書館

LIBRARY NEWS
No.53, Jul. 2016

「エキスパートが本音で明かす不整脈診療の極意」 川村祐一郎教授

ミニミニ本屋さん開催しました！

6/29, 30日に第2回「ミニミニ本

屋さんがやってくる！」を開催し
ました。ご来店(?)、選書してくだ

さった皆様、ありがとうございまし
た。図書館でイベントをするとき
は、どのくらいの人に来て貰える
のか毎回ドキドキしているのです
が、今回は延べ40名以上もの方

に来て頂けてホッとしました。楽
しみに待っていて下さっていたと
いう方も、通りすがりに寄ってみ
たという方も、楽しんで頂けたな
らとっても嬉しいです。

アンケートに「実習で忙しいの
で放課後に開催して」という声を
頂きました。残念ながら諸事情
（主に経費的な）により難しいの
ですが（期待に添えずごめんなさ
い）、もし次回があれば
協力して頂いている三省堂書店さんが、西武
撤退で、どうなるか分からないので…

またお立ち寄り頂けると嬉しい
です。

今回選ばれた約120冊の本
は、７月中～下旬くらいに貸出
できるようになる予定です。
どうぞ楽しみに、お待ちくださ
いね♪

前回のミニミニ本屋さんで、
ディスカッションスペースで
やってても気づかないΣという
ご意見を頂いたので、今回は、

図書館の入口から見える場所で
カウントダウンしてみたり…

毎日ちょっとずつ、会場のディ
スカッションスペースまで足跡
を増やしてみたり…

前回のミニミニ本屋さん収獲本
を展示してみたり…

と、色々工夫してみたのです
が、気づいていただけました
でしょうか…!?

←コレ
紙製コースターを
使ってください！

現在、ペット
ボトル等、蓋
を締めること
のできる容器
のドリンク類
利用を認めて
います（試行）が、冷たいペットボトル
の輪染みが木製の机にできていました。
そこで、Library News紙のリサイク

ルで、コースターを作成し配布していま
す。 この先も、長く使う机

ですので、大事にしたい
と思います。
ご協力お願いします！



長期貸出を行います
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私のお勧め本＜34回＞ 川村祐一郎教授 （保健管理センター）

エキスパートが本音で明かす不整脈
診療の極意 ：山下武志編
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学部★いよいよ夏になりました！学生の皆さんは、
夏休みですね！（いいなぁ）

夏休み期間中は、図書館の開館時間も変更になり、午
後５時で終了します。また、夏休み中にはクリーニング等のため、
利用エリアを限定することもありますので、ご協力ください。

開館時間が変更します！

★本好きには、ありがたい、長期貸出が始まっています。本学の学生・職員は全て対象となり、特段の手
続きなく、貸出期間は延長となっています。どうぞご利用ください。
対象期間: 2016年7月4日(月) ～ 2016年8月17日(水)24：00 
返却期限: 2016年9月1日(木)
貸出冊数 :図書5冊まで(雑誌・製本雑誌は、対象外です) 
この期間に、読んでみたかった大作や全集に挑戦してはいかがでしょうか！

特別利用説明会について（学生対象）

★８月２２日から９月２９日まで、試験期として特別利用が全学年対象となります。特別利用のための説
明会は、7月7日で全学年に実施済みとなりますが、やむをえない事情で参加できなかった方を対象に
８月２３日（火）に説明会を実施します。今年度の説明会はこの回で最終となります。１１月から２月まで
の試験期前には説明会は実施しませんので、今年度の特別利用を希望する学生さんは学生証を持って
参加してください。８月２３日の説明会の詳細は、別途学生用メールでお知らせします。

今や医療の世界はクリニカルエビデンス、そしてその集大成から構築されるガイド
ラインを基本とする時代である。かつて医師の個人技に依存していた時代の反省と
して、「標準」に基づいた医療が発展してきたわけである。言うなれば、どんな名医と
いわれる人に見て頂こうが、やぶ医者に診てもらおうが、同質の医療が受けられる
時代となった。そのこと自体は大きな進歩であろうと思う。

ガイドラインは、ある疾患を有している大多数の患者群に対しては確かに適合す
るスタンダードな診療方針を規定している。しかしながら一方、「個々の患者」を

みれば、極論すれば１００人に１００通りの背景・症状・検査結果等が存在するわけで、我々医師がしばしば
臨床の場面で遭遇し、診断・治療に苦慮する対象というのは、必ずしもガイドラインに沿うとは限らない個々の患者

である。そういった場面では、ガイドラインを念頭に置きつつも、個人の経験（それは先人から学んだものも
あれば、自ら会得したものもあろう）を最大限に生かし、その患者に最も適していると思われる診療方針
を打ち立てていく必要がある。

本書は、心臓不整脈の分野でエキスパートといわれる医師達による、こういったガイドライン（あるいは教科
書）では読み切れない部分での、各自の会得したコツを加味した治療方針がふんだんに盛り込まれてい
る点、あまり他にみられない書である。再度「個人技の時代」に戻すのかと思われる向きもあろうが、ガイドライン
にもう一味加えた医療を考える上での参考書としてこういった書を利用し、その上で各自が個性ある医療への考え
方を構築していくことも重要と思われる。
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